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水化学ロードマップ2009における情報整備の位置づけ

水化学ロードマップ2009（平成21年6月）より図6-3 水化学ロードマップ2009で抽出された個別課題と相関
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水化学ロードマップ2009における情報整備の位置づけ（続き）

●人/情報の整備に係わるロードマップ

（１）背景と目的

‥プラントの安定運転を実現するため、プロアクティブ※1な
水化学技術の展開を図るため、水化学分野の技術情報の基盤
を整備していくことが重要 ‥

（2）戦略的シナリオ

水化学の高度化・多様化に対応するため、手引書や技術情報を的確に

整備し、水化学の情報基盤を確立する

（３）ロードマップ

水化学に関する学術知見から実プラントにおける運転経験まで
、全てのデータベースを体系的に整理・評価し、必要に応じて効率的に活
用することが重要

※1 先を見越した、革新的な



Copyright © 2010 Toshiba Plant systems & Services Corporation. All rights reserved. 5

日本原子力学会「水化学部会」第10回定例研究会（2010年5月31日）

技術情報の共有化の必要性

Plan
D

o

Check

A
ct 水化学

技術情報

水化学の情報の基盤確立とは‥

‥水化学技術情報共有化によるＰＤＣＡサイクル構築
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○学術知見＜大学、学会、ｅｔｃ．＞

主に、大学/研究所＜電力会社・メーカ含む＞

○研究知見＜共同研究、etc.＞

主に、電力・メーカ＜電力会社・メーカ研究所含む＞

○設計情報＜設計条件、材料仕様、設備仕様、ｅｔｃ．＞

主に、メーカ

○プラント情報＜水質実績、運転実績、測定技術、ｅｔｃ．＞

主に、電力会社

○プラント経験＜成功／失敗事例、対応手順、ｅｔｃ．＞

主に、電力会社 ‥等

技術情報の共有化の必要性（続き）

技術情報には‥
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技術情報の共有化の必要性（続き）

例えば‥”被ばく線源低減” （水質面）

○研究知見/設計情報

･実験データ、･評価計算コード

･材料、･水処理性能、etc.

※計画との差異解析

※水質改善方法再評価

Plan
D

o

Check

A
ct 水化学

技術情報

※水質改善方法提案

○学術知見

･酸化物の物性

･電気化学

･水処理技術

･測定技術、etc.

※水質改善実施

○プラント情報

･運転/定検計画

･管理目標、etc.

○プラント情報

･水質実績

･線量測定データ

･従事者線量当量、etc.
○プラント情報

○プラント情報

○研究知見/設計情報

○学術知見
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技術情報の共有化の必要性（続き）

プロアクティブな水化学技術の実現

水化学技術情報共有化によるＰＤＣＡサイクル構築

Plan

D
o

Check

A
ct 水化学

技術情報
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●知的財産の壁

●利用環境の壁

●基盤構築/維持コストの壁

●“経験/知識”伝承の壁

技術情報共有化に伴う課題と対応

技術情報共有化に伴う課題
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●知的財産の壁

●利用環境の壁

技術情報共有化に伴う課題と対応

→共有化情報の仕分け

→情報提供元の権利の保護

→第三者への開示範囲の検討

→既存イントラ活用＜事例紹介①＞

→Ｗｅｂ環境の活用＜事例紹介②＞

競争力への懸念

知的財産の取り扱い

情報オープン化による影響

電力殿内/メーカ内/メーカ間/
電力殿－メーカ間、あるいは
産/学/官での利用方法

対応案
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既存イントラ活用＜事例紹介①※1＞

東京電力殿ご提供ＯＨＰ

(2007年1月)

※1 東京電力殿化学管理システム

電力殿社内での情報共有
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○プラント情報の共有化機能
プラント毎のプラント運転状況／化学管理状況を利用者各人のＰＣで確認可能

既存イントラ活用＜事例紹介①＞（続き）

号機別/管理対象別に

監視画面設定可能

電力殿社内での情報共有
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○プラント情報の共有化機能

系統／設備に関する設計情報、不適合情報等を登録し閲覧可能

監視画面からの情
報取り出し

既存イントラ活用＜事例紹介①＞（続き） 電力殿社内での情報共有



Copyright © 2010 Toshiba Plant systems & Services Corporation. All rights reserved. 14

日本原子力学会「水化学部会」第10回定例研究会（2010年5月31日）

Ｗｅｂ環境の活用＜事例紹介②※1＞

※1 東芝化学診断システム

材料健全性維持・向上
SCC抑制

エロージョン・コロージョン抑制 他

被ばく低減
炉水放射能濃度低減

放射能付着抑制 他

放射性廃棄物低減
水処理系廃棄物低減

除染廃棄物低減 他

プラント性能維持・向上
熱損失低減

プラント変動事象抑制 他

プラント化学管理
管理基準値設定

プラント状態判断 他

より良いプラントをめざして
予防保全技術

酸化チタン注入
水素注入

貴金属注入 他

放射線レベル低減技術
給水鉄濃度制御

亜鉛注入
表面処理 他

除染技術
オゾン法(T-OZON法)除染
ジルコニアブラスト除染 他

水･廃棄物処理技術
中空糸フィルタ
高温CUW 他

解析･評価･対応技術
腐食電位評価モデル

Co放射能挙動解析モデル
燃料破損時対応 他

東芝の技術を紹介します

材料健全性維持・向上
SCC抑制

エロージョン・コロージョン抑制 他

被ばく低減
炉水放射能濃度低減

放射能付着抑制 他

放射性廃棄物低減
水処理系廃棄物低減

除染廃棄物低減 他

プラント性能維持・向上
熱損失低減

プラント変動事象抑制 他

プラント化学管理
管理基準値設定

プラント状態判断 他

より良いプラントをめざして
予防保全技術

酸化チタン注入
水素注入

貴金属注入 他

放射線レベル低減技術
給水鉄濃度制御

亜鉛注入
表面処理 他

除染技術
オゾン法(T-OZON法)除染
ジルコニアブラスト除染 他

水･廃棄物処理技術
中空糸フィルタ
高温CUW 他

解析･評価･対応技術
腐食電位評価モデル

Co放射能挙動解析モデル
燃料破損時対応 他

東芝の技術を紹介します

メーカ社内及び客先情報提供
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◇化学技術紹介＜続き＞

Ｗｅｂ環境の活用＜事例紹介②＞（続き） メーカ社内及び客先情報提供
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●基盤構築/維持コストの壁

●“経験/知識”伝承の壁

技術情報共有化に伴う課題と対応

→初期基盤整備開発費捻出

→技術利用に伴う課金方法の検討

→経験/知識のDB化＜事例紹介③＞

情報の整備/費用の捻出

“人的な”高経年化対策として、
熟練技術者 “経験／知識”の伝
承手法の確立

対応案
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技術伝承ニーズ高まりの背景

発電ｺｽﾄ低減

高経年化対応化
学
管
理
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化

長寿命化対応

技術者の高齢化

化学管理の
合理化･省力化

ﾌﾟﾗﾝﾄ基数の増加

予防保全･管理強化

不適合経験の減少

知識･技術･経験の
継承、標準化

技術伝承ニーズの高まり

経験/知識のDB化＜事例紹介③＞ 技術伝承手法
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技術伝承のためのツール

図書検索ツール

診断ツール

→初期診断

→詳細診断

シミュレーション計算ツール

：

これまでは‥

エキスパートシステム

経験/知識のDB化＜事例紹介③＞（続き） 技術伝承手法
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水化学技術者とナレッジエンジニアの
ミーティング

従来の化学関連エキスパートシステム開発

●膨大な開発時間と開発費発生！！

●知識DB更新がスムーズに行なわれない

経験/知識のDB化＜事例紹介③＞（続き）

プロダクションルール

診断マトリックス

知識データベース（知識DB）

他の水化学技術者による利用

技術伝承手法
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水化学熟練技術者が直接登録

自動変換/DB化

他の水化学技術者が利用

ﾈｯﾄﾜｰｸ環境

経験/知識のDB化＜事例紹介③＞（続き）

プロダクションルール

診断マトリックス

●知識DB化コスト削減

●知識DB更新円滑化

●ネットワーク環境利用による知識の共有

知識データベース（知識DB）

今後の技術伝承ツールの開発＜イメージ＞

技術伝承手法
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●知的財産の壁

●利用環境の壁

●基盤構築/維持コストの壁

●“経験/知識”伝承の壁

関係各者の議論を進め

技術情報共有化に伴う課題と対応

ロードマップを推進


